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　　　　　　　十はじめに
近年，：アウトドアブゞムと言われて,ニ多くの
人が山や高原，海や川へ出かけて，楽しいひと
ときを過ごしている．一般スポーツのようにルフ
ル等で方法や使用用具が規制されるものでない
アウトドアの諸活動は，誰もが手軽に楽しめる
ものである．とはいえ,ｺ一般スポーヅではあま
り起こらない事故が，アウトドア活動ではかな
りの確率で発生している．特に生命の危機に直
結する重大事故がいくつも毎年のように起きる
ことなどは，他のスポーツでは考えられないア
ウトドア特有のものである．
　もう一つ，自然環境下でなされる活動である
ことかち，多数め入り込み，つまりオーバーユー
スによる自然への悪影響も深刻な問題となって
いる．「列島改造計画」:の頃をピ.－クとした大
規模開発による自然破壊は大きな社会問題であっ
たが，今日では活動者白身がもたらすゴミやし
尿，踏み荒らし問題などがより身近で緊急の課
題として関心を集めているようである．このよ
うに大は観光道路敷設や宿泊施設の建設による
自然破壊から，人が入:り込めば必ず生じるつつ
一つは些細な自然破壊に至るまで，常に多様な
環境問題がつきまとうのがアウトドア活動の特
徴的な性格である．　ニ
　幅広い年齢層にわたって愛好され,=人々の生
活に潤いを与えているアウトドアスポーツ，レ
クリエーションであるが，もろ手を挙げてその
普及を歓迎してばかりもいられないこのような
状況があるレそこで本論では，「事故」と「環
境問題」をアウトドアスポ¬ツ・レクリエーショ
丿の二大否定的側面ととらえて，主に登山を中
心に以下それらについて論考する他，その否定
的側面解消のための手だてについても考えてい
きたい．　　　　‥　　　Ｉ
　　　　ニ重大事故と自然条件
1999年夏に発生した，神奈川県丹沢山塊に源
を発する玄倉川の中州におけるキャンプ客十数
名の水難事故は，連日マスコミのトップニ耳－
スとして世間に知れ渡り，アウ･トドアブームの
陰に潜む危険性に関して人々の注意を喚起する
ところどなった．この教訓が今後いかに生かさ
れるかが重要である．しかしながら，これまで
も同じような事故が繰り返されてきた．このま
まアウト下アブームが進行するならば，この種
の事故は必ずや再発するであろうと憂慮される．
再発するだけでなく，一層拡大していく可能性
を否定できない．なぜなら，アヴトドアスポー
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を持たない人の参入を一層促進した．それでも
ことさら気象条件が悪くない=限り，そのような
人々にもとりたてて支障は生じない．ところが
たまたま天候が一変すれば，たちまち対処不能
に陥ってしまうレそういう意味で，気象遭難で
あってもぽとんどの場合，基本的には人間の側
に遭難原因があると言わなければならないレ不
可抗力的な気象遭難は，これまでの事故におい
てきわめて少数であろう．ほとんどは，当事者
の知識・経験・技術など要するに能力不足によ
る状況判断の誤りや対応のまずさなどの主体的
要因によって生じるものなのである．
　多ぐの人仁とっては，自然が日常生活とは直
接的に結びつかない観念的シンボルと化してい
るのであるから，自然に関する理解も観念的・
断片的なものであり，当然自然界の危険因子に
関する理解も観念的なものにとどまる．人々は
自然から遠く離れれば離れるほど自然に憧れる
気持ちが強くなっていくが，逆に自然に関する
理解は乏しくなっていく．このままではアウト
ドア活動に関する事故は減少するどころか，増
加するのが当然の成り行きである．ともかく気
象遭難の大部分は，人間が自然をあまりにも知
らなさすぎることに根本的原因があると言える．
自然に対する観念的恐怖心
　海や山が一旦荒れれば手のつけられないもの
であることは誰もが知っているが，その中でど
んな行動をどるか，いかにして危険を回避する
かを知る人は少ない．たとえば，登山経験の少
ない人は「山は危ない,◇怖い」と言うが，具体
的にどのようなごとが危ないめか√何か怖いの
かは知らない．それゆえ，も七危機的状況に陥っ
たとしても，はっきり自己の置かれた立場を認
識することができない．そのため，非常に危険
な状況にありながら，それと気付かないわけで，
事故一歩手前まで行っていながら本人にはわか
らず，そして実際の事故に至らなかったとした
なら，それはまったくの偶然か万に一つの幸運
である．恐i布心や危険意識が観念的なものであっ
ては，さほど役に立だない．漠然とした不安・
３
観念的恐怖心だけでは，危険予知能力は育たな
いし，的確な危険回避策もとれようはずがない．
　日本山岳協会は2000年1月29日付で遭難防止
のための緊急声明を発表したが，この種の声明
は同協会が40年前に設立されて以来初めてのこ
とである1).特に中高年者の重大事故が増大し
ており，登山界でjもこれを深刻な事態と受け止
めていることが伺える／
　しかしながら，事故を起こさないよう努力す
ることを活動者個々人の責任に求める限り√事
態は決して改善されない．アウトドア活動が個
人の趣味である時代は既に終わった．もはやア
ウトドア活動や各種スポーツは，多数の人にとっ
て生を実感させる生き甲斐の一つともなってお
り，広く国民全体の福利厚生面で無視できない
位置を占めるまでに至っている．それゆえこれ
らは重要な政治的課題として，国や自治体の政
策・施策の中にきちんと位置付けられなければ
ならない．ましてや，自然のことをあまりにも
知らなさすぎる人が増大している現実を注視す
るなら，今やアウトドア活動における啓蒙・教
育活動，事故防止活動，遭難救助活動などの面
において組織的体制づくりを進めることが急を
要する課題となっているのは明白である．
事故の傾向と特徴
中高年登山ブームと呼ばれるようになってか
ら久しい．相変わらず山は中高年者でいっぱい
である．冬山や岩登り:，そしてヒマラヤ登山に
さえ中高年が挑んでいる√否，むしろ今日では
中高年主体であると言ってよいほどである.
2000年５月には法政大学チョモランマ登山隊に
参加七た山本俊雄が登頂し，従来の60才161日
を上回る63才311日というレエベレストの世界
最高齢登頂を果たした几冬山や岩登り，高所
登山など，従来は一部の若者だけの特殊な行為
と見なされていた分野にまで中高年が進出して
いるぐらいであるから，ハイキングや都市周辺
の低山，地方の名山や無雪期の日本アルプスな
どにおける中高年者の活躍ぶりは推して知るべ
しである．　　　　　　　　　　　ニ
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の隙間に見えたため，操縦士にもっと岩壁に近
寄るよう要請したが，彼は岩壁の際までは危な
くて近づけないと答えた．事故直後の遺体・負
傷者の搬出に際しては，遭難救助活動の経験豊
富な操縦士が狭い谷間である現場でホバーリン
グして救助隊員を地上に下ろしご遺体や負傷者
を収容したのであるが，筆者が乗ったヘリコプ
ターの操縦士にはそのような技量･/経験が備わっ
ていなかったのである．平均的操縦士の技量は
恐ちくそれと大差ないであろうと推察され，ヘ
リコプターさえあればよいというものでもない
ことがわかる．　　　　　し
　山岳遭難救助専用ヘリコプターや災書救助用
ヘリコプターが少ないために，山の遭難救助に
出動するのは民間ヘリコプタ，-が一番多い．山
岳遭難救助専用ヘリコプターや災害救助用ヘリ
コプター，そして自衛隊のヘリコプターは基本
的に無料で出動するが，民間機だとそうはいか
ない．登山者の間では「１分１万円」と言われ
るぐらい民間ヘリコプターの使用料は高額で√
ハイキング中の骨折事故でヘリコプターを依頼
しても数十万円になる．先述の知人の遭難で，
捜索及び遺体収容のために何度か飛んだ際のヘ
リコプター使用料は250万円以上にのぼった9九
　ヘリコプターを呼びたくても来てくれない場
合や，費用負担を心配して出動要請をしない場
合は従来通りの人力に頼る方法，すなわち麓か
ら救助隊が歩いて登ることになる．その最大の
欠点は時間がかかることであり，助けを待つ間
の遭難者の肉体的精神的苦痛は甚大なものであ
るし，時には助かる生命も助からなくなる．ま
た，捜索救助活動が大規模または長期にわたる
ものとなれば，救助隊員の日当を始めとする諸
経費は膨大なものとなり，場合によれば節約し
ようとしたヘリコプター料金以上になることも
ありうる．ついでながらここでまたもや想起さ
れるのは，犬冒頭部分で述べた玄倉川でのキャン
パーの水難事故である．消防隊員らが川岸から
中州に取り残された人達を救出しようとしたが
間に合わずに，多くの人が救助隊員の眼前で濁
流に飲み込まれてしまった．この時，直ちにヘ
リコプタ←が飛んでいたなら，ほとんどの人は
の局面（大森）
落命せずにすんだのではないかと思われる．
山岳遭難救助体制の現状
５
　公共ヘリコプターの出動だけで捜索救助活動
が終われば，基本的には無料ですむが，多くの
場合捜索救助費用は当事者の自己負担である．
山岳遭難保険に加入している人なら200万円ぐ
らいまでなjら保険金で賄えるが,=目下のところ
遭難者の多くは保険をかけていないのが実情で
ある．日本山岳協会や日本勤労者山岳連盟傘下
の山岳会等に入っていない，いわゆる未組織登
山者と呼ばれる人のほとんどは保険とは無関係
と推察され，のみならず組織された登山者でも
必ずしも全員が保険に加入しているわけではな
v＼
　そもそも，難に遭遇して救助を受けな場合，
遭難当事者が費用負担を七なければならないと
いうのは，山の遭難だけなのではなかろうか．
交通事故にあえばただちに救急車が出動して病
院へ収容してくれる．火事になれば√消防車が
駆けつけて火を消してくれる．そ七て，交通事
故を起こした人，火を出した人が費用を請求さ
れるこどはない．地震・台風その他の自然災害
にしても同様である．緊急を要するあらゆる救
助活動は公共サービスと位置付けられ，むしろ
国や地方自治体の責務とされている．もし√交
通事故があっても，すぐに救急車が来なかった
とすれば社会的非難を受けることは間違いない．
その他のいろいろなケースで誰かが助けを求め
でいる場合，とにかく公的機関の救助活動に手
抜かりがあれば人々は非難する．数年前，救急
隊員が患者を救急車から下ろす際に，患者を担
架から落としてしまったというできごとが新聞
でかなり大きく報道されたのを記憶しているが，
これなどはそのことを雄弁に物語っている．
　ところが山の遭難の場合，それとはまったく
逆になってしまう．山の遭難が美化された時代
は遥か以前に終わり，今ではとりわけ冬山とも
なれば，「好き好んで危ない所へ遊びに行った
者なんぞ，助けに行く必要はない」と言う人が
いても，それで非難されることはぽとんどない．
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アウトドア活動の負の局面（大森）
が最大の理由であろうが，早く「国や自治体は
遊びにおいて,も，国民の生命財産を保護する責
務を負う」という考え方が広く浸透して，登山
やその他のアウトドア活動中の事故に対しても，
迅速にヘリコプターが救助に向かうという組織
体制が整備されることを期待したい．
　　　登山観の変化と安全意識
＼さらに「わが国の登山界の現状は，登山√山
登り，山歩き，トレッキング1ハイキングがご
ちやjまぜになっていて，これは危険なことだと
思う．登山の対象であると認識して，心構えと
万全の準備をしで臨むべき山を，雪がなくて道
があるという理由だけで，ハイキングと呼び替
えてしまうことが，なんの疑問もなくなされて
しまっている．ハイキングと呼んでしまえば，
危機管理不要」14）という指摘もあるように，中
高年を中心に山登り愛好者の層が拡大するにつ
れて山の危険性に関する認識が薄れていく傾向
が見られる．もう一つ用語に関する問題をあげ
ると,イスキー登山と山スキー」の関係がある．
筆者は以前，「スキーから山に入った人は登山
技術，特に雪山技術に乏しい．スキーを履こう
がワカンを履こうが，雪山は雪山である．寒気
から身を守る方法，雪中生活技術，雪上歩行技
術，雪崩に対する警戒心などは登山者と同レベ
ルまで身につけておく必要がある．要するに，
山スキーはゲレンデスキーの単なる延長ではな
く，登山なのである．好天に恵まれ，雪質も良
ければ何でもないが，ひとたび荒れればそこは
冬山真っ只中である」15）と指摘した．また同じ
ように/，「（山スキーと呼ぶと）『山』が「スキー」
の修飾語のような関係に陥っていて，そこには
登山という意味が希薄になっている，（中略）
多くが，山スキーとは冬山登山であるという前
提をもっていないのでは，という疑いを抱かせ
る」16）という疑問を呈する人もいる.‥天候急変
の可能性や雪崩・ブロック崩壊の危険性などが
なければ，登りに耐える体力とスキー技術だけ
で充分かもしれないが，ゲレンデを離れて山岳
地帯でスキーをするということは雪山登山の一
７
種であるということを，はっきり認識しておく
ことが肝要である．　　　　し
確かに，「ハイキングと登山」，「山スキーと
スキー登山」を並べると，いずれも前者は後者
と比べて安全容易で√しかも楽しさ中心という
ようなイメージが感じられる．同じような行為
を行っていながら√ハイキングあるいは山スキー
と呼ぶごとでそこに危険意識が希薄になり，安
全と思い込むというのは充分考えうることであ
り，言葉上の問題と簡単に片付けてしまうわけ
にはいかない．　十　　し　ニ
＼ましてや，山に登るのは訓練を受けた専門
登山者だけでなく，今日「旅の延長としての
登山」17）とまで言われる状況にあって，国民各
層が山登りを楽しんでいる．ということは，だ
れもが登山やキャンプの遭難当事者になる可能
性があるということになる．これらのことから
も，登山やその他アウトドア活動全般における
事故救助体制をも，公共サービスとしての第一
次救急・救命活動の一環と位置付けた上での整
備充実が急務なのである．　　　　　　　　し
資質向上と遭難減少のために
遭難救助体制整備以上に遭難事故を防止する
ことが重要なのは言うまでもない．だが，人間
の行為である限りミスを完全になくすことは不
可能であって，必ずある程度の確率で事故は起
こるもくのである. 2000年３月には，文部省登山
研修所が一流と目されるプロ山岳ガイドらを講
師に迎えて実施した大学山岳部リーダー冬山研
修会のさなか，大日岳山頂で休憩中に雪庇が崩
壊して，受講者である大学生２名が行方不明に
なった(数ヶ月後に遺体発見)．さらに我が国の
代表的登山家の一人である吉尾弘が谷川岳で転
落死した．寸日と日をおかずして，二つの衝撃
的な遭難が勃発した．吉尾は1950年代半ばから
60年代に√冬期岩壁登畢で名だたるルートの初
登単を成し遂げるなどして，天才的クライマー
の名をほしいままにした人物である．その後も
輝かしい活動を続け，60才を過ぎてなお第一線
のクライマーであり続けた. 1998年には,大日本
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アウトドア活動の負の局面（大森）
あろう．勿論.「車の運転に高度な技術を求め
る」ことも否定されるべきでないのは言ﾉうまで
もない．技術の向上と「ガードレール」により
二一層事故は防止できるのでり，この二つは文字
通り車の両輪であ万る．
人々のレジャー意識とマナー・モラル
　先にも述べたように，｢道具の発達・普及は
特別な訓練・技術を持たない人の参加を容易に
するという効用を持つ反面,＼日常生活スタイル
とは一線を画していた単純素朴なアウトドア活
動を，文明の利器に頼る日常生活と大差ない複
雑なものに変化させた｣22)元来特別離七い技
術や知識を要求されないアウトドア活動であり，
誰でも簡単に始めることができる．そのような
中で一番大きな問題は，我が国にはアウトドア
活動を含めてレジャー・レクリエーションに関
するきちんとした教育体制がないため，従来細々
と受け継がれてきた技術・流儀・マナーなどが，
一気に流入してきたいうなれば不特定多数の人々
には伝達継承されることがないということであ
る．筆者らが1999年夏に高知県内のオートキャ
ンプ場で実施したアンケート調査では，キャン
プに関する知識や情報め入手先として圧倒的に
多いのがアウトドア雑誌であり，アウトドア関
係のクラブ・サークルや講習会などで学ぶとい
うのはほとんどなかった23).雑誌やガイドブッ
クをよりどころに小グループ同士レ見よう見ま
ねで行っているのが実情である．
　多数の人々が体系的知識や技術を知らないま
ま実施しており.そこに事故発生の一因が見ら
れる．さらに日常生活の価値観がそのまま持ち
込まれるだけでなく，それが解放感によって増
幅され，さらに個々の価値観やマナーも多様で
あるのに加えて未熟なレジャー意識とも相まっ
て，しばしば非難される種々のモラル上の問題
を生み出す遠因となっているものと考えられる．
自然へのアプローチ
９
動であると言われるが，一般的な登山形態は登
山道を歩くことであって，道がなければたとえ
裏山であっても頂上にたどり着くのは極めて困
難であるレ砂漠のただ中へ車で乗りつけるのは
不可能で，何日もかけて厳しい気象条件の中を
歩いて行かなければならない．草木が生い茂っ
た中ではテントを張ることもできない．つまる
ところ，本物の自然に人間が近づくのは不可能
なのであるレ必ず，人が近づき利用できるよう
何らかの人工的措置を講じなければならない．
小は一本道の登山道から，大は森林を一掃し，
地面を削った広いキャンプ場やホテルなどの宿
泊施設，休憩所やトイレを設置しなければなら
ない．それのみならず，活動エリアヘのアクセ
ス道路や駐車場も敷設する必要がある．
　人々の願望に反七て，自然は容易に人を近づ
けさせない．そのため，自然と触れ合おうと欲
する人が多ければ多いほど，自然は人工の手を
加えられ変化させられる．人が来れば必ずそれ
に見合う受け皿を作らねばならないわけで,様々
な施設・設備整備がなされて自然は人工化され
る．また，人が増えれば増えるほどゴミ・し尿
問題や登山道・高山植物の踏み荒ら七などの問
題が発生するレその結果人は自然に近づこうと
すればするほど自然から遠ざかるという皮肉な
現象を生じることとなる．　　／
山のトイレ・ゴミ問題
　標題のテーマについては拙稿アウトドアレク
リェーシノヨン・レジャーをめぐる問題点で取り
上げたのでここでは詳述を避けるが, 1998年６
月に初めて聞かれた「全国山岳トイレシンポジ
ウム」は翌1999年にも開かれるなど，この問題
はますます多くの人々の関心を引きつけてい
る24）.トイレ問題の直接的な改善策としては，
山小屋や山岳キャンプ場のトイレを自然循環型
等のローインパクトなものに改善することであ
るレなにぶん山奥だけに工事は困難でしかも費
用が高いが，清潔で豊かな山岳自然を守るため
にはコストがかかるものなのであり，経済効率
アウトドア活動は自然のただ中でなされる活　　第一主義的発想では対処することができない．
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オーバザユースと□４インパクト
　ゴミの増加には人々のマナーjや=モラ.歩が関わ
る面が少なくないが√Iし尿問題は単にフナサの
向上だけで解決されるものではないﾚ万根本問題=
∧め:改善=も
こと1
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すべての山,▽すべての時期にオーバーユサズが
問題となうているわけではない.十つまり,……特定
の場所で特定の時期に人力i集中するというレジャー
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右常に複雑で=あるが↓………この面で
Jれでお人
‥
必要があ,る,……
喰‥問題jにやい=てば,こ……マ.ナ.－や
漓宍ろﾚん大事であﾚるが√もう一．
ぐ座千プのヌ犬タイ)レ=を見つめ直
↓………車力l普及し;………1道具の種
まれる物資の種
かや=での素朴なすﾚｳｪﾄ:レドアノウイフの
較になぢない＼く……jらjy.･･ゝ膨大なものとなつ
ｿのぐとﾚ凪いj=帰Iﾀﾞ.jりjl::に
:量ﾚに運び込ま=れるﾚこ/とを意味する、
で冊=常生活と大差=な:いような
＼ﾄ＼,;ド･･ア万ﾗjlｲ)=フ万を･.･見直し，もっ
い時代のｹﾉｳﾉﾄﾞ<ドアライフに
ト
が口－インパクト
めyと考える．･とも
活動は口丿十インパ
ろ/うよｹﾞ＼十
l向上及び事故防止
よ訓練j.)教育体制で
こﾚ√前項で述ぺた落
lなｿごと:々jあるが，
アウトドア活動の負の局面（大森）
ガードレールがあるから運転技術の向上は軽視
してよいというものでもない．教育体制として
最初に取り組むべきは，指導者の養成であろう．
　登山の中心が中高年にとって代わられ，山か
ら若者が少なくなったことと関係があるのかど
うかは不明だが，登山技術・経験の蓄積継承発
展がうまくなされていないように感じられる．
筆者が1999年から2000年にかけての冬に，北ア
ルプス槍ヶ岳に登った際，20名以上と思われる
大学生の集団が頂上を目指していた．彼らは核
心部である「槍の肩」から頂上までの間に，隙
間なく固定ロープを張り巡らしていた．ここは
ある程度の技術があれば，既に設置されている
鎖や梯子を利用するだけで不安なく登れるコー
スである．ほとんどの者がその固定ロープを頼
りに，おぼつかない足取りで登り下りするのを
目撃していくつかのことを感じたが，その一つ
はその大パーティの大半は冬山初心者ではない
かという点である．リーダー格はほんの数人で
あろう．
　初心者は冬山に登るべきではないなどと言う
っもりは毛頭ない．誰でも最初は初心者なので
ある．問題なのは初心者と熟練者の比率である．
以前なら大学山岳部にせよ社会人山岳会にせよ，
多数の先輩が少数の新人を指導するのが普通だっ
たのであるが，近年はツアー登山はもとより，
冬山でさえ少数リーダーが多数の初心者を引き
連れている例が少なくないようである．経験者
よりも初心者の数が多いのはゆゆしき問題であ
り，最低限初心者と同じ数の指導者クラスがい
ないと安心とは言えない．
　大学山岳部・社会人山岳会の組織力が低下し
た今，全般的に，後継者の養成・指導体制が以
前より弱くなっているように感じられる．未組
織登山者に対しては勿論，組織化された登山者
も含めて強力な指導体制の確立が必要になって
いる．現在のところ，文部省登山研修所を始め，
長野県や神奈川県に県立の登山研修センター等
があるが，そこでなされる教育活動は主として
大学山岳部のリーダーや顧問，社会人山岳会の
りーダー等を対象とした短期間の講習会や研修
会であって，組織的･長期的な養成までには至っ
11
ていない．今後はそれらの施設を核として，広
く体系的な指導者養成制度の確立に向けて取り
組むことが望まれる．
　なお，アウトドア活動は一般に遠隔地で行な
われ，しかも長時間続く活動であるため，学校
教育の中にとり入れるのはなかなか困難である．
そのため従来は，林間学校や臨海学校などとし
て，散発的に実施されるのがせいぜいであった．
それでさえ多くの学校では，主に安全性の見地
から少年自然の家や青少年の家のような公的宿
泊研修施設での「アウトドア活動」，「アウトド
ア体験」にとって代わられている．それらは言
うなれば，「擬似アウトドア」にすぎない．もっ
と子どもたちに，本物の（より本物に近い）自然
を提供することを真剣に考えなければならない．
幸い，「体験学習」が重視されるようになり，
「総合的な学習」の時間が取り入れられ，さら
に間もなく小学校から高等学校まで完全週休二
日制が導入されることになっている今，日常の
学校教育の中で積極的にアウトドア活動に取り
組むことも不可能ではなくなっている．小学校
段階からきちんとした教育がなされるなら，国
民のアウトドア活動資質は現在より飛躍的に向
上するであろう．そして学校教員の中でアウト
ドア活動を指導できる人材を確保するためにも，
研修機関の充実が求められる．
　ついでながら，文部省登山研修所は国による
スポーツ関係の研究・研修施設としては唯一の
ものである．メジャーとされる陸上競技や水泳
でさえ文部省直轄あるいは国立の研修機関がな
い中，さらには久しく要望されている国立トレー
ニングセンターが未だ設置されていない中，登
山研修所だけが存在するという事実は注目に値
する．だが，大学始め国の施設のあり方が大幅
に見直されている現況のもとで，このたび重大
事故を起こしたことによって，登山研修所は存
亡の危機と呼ぶべき厳しい状況に陥ったとする
見方もあり，今後の行く末が大いに危惧される
ところである．
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指導者の需要の確保
　質の高い指導者を養成しようとすれば，どう
しても養成期間が長期にわたるものとならざる
をえない．そうなれば，現実的には様々な問題
が生じることは容易に予想される，これからア
ウトドア活動を深く追求したいと望む人や，既
にひとかどの指導的立場にある人がそういう教
育を受けたいと思っても，社会人であっては仕
事のかたわらに挑むのは誠に困難である．とす
れば，これから社会に出ようとする人を対象と
する，すなわぢ大学や専門学校に養成コースを
新設するという方法が考えられる．たとえば成
田によれば，オーストリアでは｢インスブルッ
ク大学という京都大学のような国立大学で，二
年間にわたって心理学や語学やスポーツ諸科学
と技術を学び,レチロル山中め国立スキー学校で
スキーの理論や技術の指導をうけ，最後の国家
検定試験に合格して初めてスキー教師としてス
キーの指導を許される｣27)のであるが，それが
参考になろう．もっとも国情の違いもあって，
いくら資格を取っても，日本でそれを生かして
自立できる道は現在のところまったくと言って
よいほどない．
　であるから，優秀な指導者の養成制度を確立
するだけでは不十分である．大学等で組織的体
系的な教育を受け，さらに国家試験による指導
者資格として位置付ければ指導者の社会的地位
は向上し，専門的資質を有効に生かす場は少な
くとも現状よりは増大するとしても，有資格者
がその資質を発揮する職につける環境づくりを
積極的に行うことが必要になる．‥　　　　＝
　文部省登山研修所のようなアウトドア活動専
門の施設を各地に設置し，そこに身分的にも安
定した専任指導員や研究者として配備すること
が最も望ましいであろう．そして，そこでは常
時リーダー及び一般市民向けの研修会や講習会
等を行って，愛好者の技術・知識レベルの向上
を図り，理念や考え方などの思想面をも高め，
それとともにアウトドア関係の研究を行う．そ
れに加えて各地の類似施設間のネットワークを
確立して√それぞれの施設は情報センターとし
ての機能も併せ持つ．
　「民」と「学」の協力連携は当然必要として
も，核となるべjきは国や地方自治体である．
　国民のアウトドア活動欲求が高まり，とりわ
け夏休み期間なごどは「一億総アウト犬ドア人間」
的状況を呈する昨今,jそこでの安全性確保は国
民の豊かな生活と生命財産の保護の観点からも
意義深い事柄で=あり，国や自治体をあげた施策
づぐりに着手することは決して非現実的な話で
はない，
　　　　　　　＼おわりに　　　ダ
　アウノトドア活動人口が増大したことにより様々
な問題が生起し七いるが，自然環境下でなされ
るアウトドア活動という特性上，それらの問題
は永久に解決不可能なものであるのかもしれな
い．だが完全に解決するごとはできないとして
も，減じていくことはできるはずである．人命
並びに地球環境に関わる問題であるだけに，単
に趣味や娯楽め問題としで愛好者まかせにする
のでなく，一刻jも早く社会全体で真剣に考え，
対処すべき事柄であるといﾉうことを強調したい．
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